
 

2 月 27 日に市長の施政方針と 2015 年度予算案

に対する代表質問を行いました。市議会本会議で

の最後の質問となりました。内容としては、市長

の戦後 70 年に対する思い、人口減少問題に対す

る認識、若い世代の労働状況の改善、子育て支援

の充実、公立保育園の民営化、米軍基地の機能強

化に対する姿勢など、市の基本的な課題に対する

質問でした。

横須賀市は、一昨年、市外への転出数が全国 1

位となり話題となりました。このことから、市長

は市内へ転入する人を増やすことを施政方針で述

べました。

しかし、人口減少の根本的な問題は、子どもの

出生数が大幅に減少していることです。

国立社会保障・人口問題研究所の推計によれば、

日本の人口は、2013 年の 1年間で 21万 7000 人減

少しており、2030 年ごろからはおおよそ年間 100

万人程度の人口減になるとしています。その根本

原因は、出生率が低迷していることです。現在の

合計特殊出生率は日本全体では、1.43 ですが、

出生率が 2.0 まで上昇したとしても子どもを産む

世代の人数が 4 割程度減るため、出生数は現状維

持になると発表しています。

一方、横須賀市の状況は、2003年に 3,714人だっ

た 1年間の出生数が、2014 年では 2,628 人となり、

1 年間で生まれる子どもの数は 11 年間で約 1,100

人も減少しています。

現在の横須賀市の合計特殊出生率は、1.24 と

全国平均よりも低く、今後もさらに出生数が減少

します。

市長にこのような状況の認識を問いながら、出

生数が減少している大きな原因として、若い世代

の労働状況に問題があることを指摘しました。

現在、20 代 30 代の約半数が非正規雇用という

不安定雇用にさらされています。また、正規社員

になっても長時間労働、さらにはブラック企業の

存在などで、働く環境が悪く、追いつめられる状

況も多くあります。介護など福祉の現場で働く人

たちも、労働に比して賃金が安いという状況もあ

ります。私は、このような労働状況の認識を市長

に問いながら、若い世代が安心して働き、安心し

て子どもを産み育てられる社会をつくるためには、

若い世代の労働条件の改善が必要だと述べました。

横須賀市だけで、労働状況の改善を図ることは

難しいですが、市としてできることもあります。

例えば、学童保育の指導員が産休を取りやすいよ

うに、民間の保育園に補助している産休代替職員

採用時の補助金をつくること、介護従事者の労働

状況の改善のために、介護報酬の引き下げに対し
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て、介護従事者のアンケートを基に国に反対を示

すなどを提案しました。

人口減少問題、若い世代の労働状況の改善。市

としてできること、国などが根本的に取り組まな

ければならないことをしっか

り見極め、長期的、総合的な

視点を持って市の取り組みを

考える必要があるのではない

でしょうか。

代表質問では、公立保育園の再編実施計画につ

いて取り上げました。横須賀市は、11 園ある市

立保育園の内、鴨居保育園、津久井保育園、武山

保育園は当面そのまま存続。船越保育園、田浦保

育園、逸見保育園は民営化。上町保育園と鶴が丘

保育園は統合し、認定こども園とする。ハイラン

ド保育園と森崎保育園も統合し、認定こども園と

する。追浜保育園は単独で認定こども園とする方

針を出しました。

計画は、ニーズ調査なども行い、新たに再編す

る認定こども園には、子育て支援センターの機能

や病後児保育、一時預かり事業、愛らんど事業を

行うなど、機能強化も図られることが示されまし

た。これから地域の方に説明を行うとのことなの

で、住民の方の意見をしっかりと受け止めたいと

思います。

この計画の中で私は 3つの保育園の民営化に異

議を唱えました。その理由の一つに公立保育園よ

り民間保育園のほうが経費が低いので、市の支出

が削減できるとして

いる点でした。

私は質問の中で、

民間保育園の経費が

低い理由は公務員と

比べて保育士の給与

が低いことだと指摘

すると市長もその通

りだとの答弁でした。

これから横浜や川

崎などの近隣市でも保育士の需要は多く、保育士

不足が懸念されます。経費削減だけの考え方で本

当に保育士が集まるのか疑問ですし、若い世代の

労働状況の改善といった意味からも人件費が安い

から民営化するという市の姿勢で本当にいいのか

と質しました。

もし、民営化するとしても民間の保育士さんの

労働状況の改善のために市は何をやるのかをもっ

と明確に打ち出さなければいけないと思います。

人口減少問題、労働状況の改善、「子育て世代

に選ばれるまち」。市としての総合的な判断と独

自の取り組みが重要だと思います。

3月 22 日に開催される「北下浦ふるさとマラソ

ン」のゼッケンが届きました。

いっせい地方選挙に向けた活動や議会中だったこ

ともあり、練習不足で

10km 完走できるか少し

不安です。それでも、

健康のバロメーターと

して、また、気分転換

として元気に走ります。

同じ、3月 22 日に野比の井坂事務所で、バザー

を行います。

毎年 2 回行っているバザーですが、当日は多く

の方に出品してもらい、また、多くの方に参加し

ていただいています。ぜひ今回も掘り出し物を見

つけに来てください。
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サラ金、自己破産、相続、離婚、虐待、人権

問題など、何でも相談を受け付けますので、お

困りの方は、ぜひご相談にいらしてください。

4 月 14 日午後 5 時～ 8時
※事前に予約が必要です。℡ 046-849-1951

次回・2015 年 4 月の予定

無料法律相談

長期的な視野で方向性を考えて

市立保育園の民営化でいいのか

市立保育園の再編実施計画

ふるさとマラソンのゼッケン

野比の事務所でバザーを開催


